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１．はじめに 

従来，海上での測量作業はレベルを用いた横断測量

が行われており，作業員が消波ブロックの上に直接乗

って作業するため，非常に危険である．また，消波ブロ

ックが不規則な乱積みの場合，一定の測点間隔での測

量が難しく，数量算出に多大な労力と時間を要する．そ

のため，近年では UAV を活用した測量手法の研究が進

んでおり，消波工測量においてもその適用性が示され

ている 1),2)．これらの先行研究は，適用可能性そのもの

の検討や計画断面に対する現状断面の比較であり，消

波工の経時変化に着目した研究は少ない．そこで本研

究では，消波ブロックで構築された消波工における天

端変化量の算定を目的として，台風前後に UAV による

撮影を行った．得られた画像から 3 次元点群データを

生成し，このデータから抽出した断面を比較すること

で消波工天端変化量の把握を試みた．併せて，3 次元点

群データをメッシュ補正した画像を用いて，目視によ

る比較も行った． 

２．UAV による撮影 

（１）対象現場 

本研究の対象とした消波工は，図-1 に示す福岡県苅

田町新松山地区の消波護岸である．図-2 に消波工断面

図を示す．消波工は，3t 型の放射型消波ブロックが 2 層

被覆形式で設置されており，天端は 2 個並びである．消

波工天端と護岸天端の差はおよそ 2m である． 

（２）撮影条件 

 本研究に用いた機材は，「Phantom 4 Pro v2.0（DJI 社

製）」である．標定点（GCP）は，図-1 右下の図の南南

東端部にある 2 級基準点を 0m 地点とし，北北西に向か

って 50m 地点，100m 地点の 3 か所とした．撮影は自動

航行とし，撮影高度は 10m，オーバーラップ率は 75%，

サイドラップ率は 60%である．画像解析（3 次元点群デ

ータ作成）には「Pix4Dmapper（Pix4D 社製）」を使用し，

3 次元点群データからの断面抽出には「TREND-POINT

（福井コンピュータ社製）」を使用した． 

（３）現地での撮影 

2022 年 8 月 12 日に 1 回目の撮影（台風前）を実施し

た．この測量データは，今後経年変化を比較していく上

でベースの消波工断面となる．1 回目の撮影後，九州で

は 9 月 18 日から 19 日にかけて非常に強い勢力で台風

14 号が上陸し，各地で被害をもたらした．そこで，台

 

図-1 測量対象地区と現地状況 

 

図-2 消波工断面図 
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風後となる 10 月 24 日に 2 回目の測量を実施した． 

３．解析結果と考察 

（１）3 次元点群データ 

画像解析で得られた3次元点群データを図-3に示す．

上段は 1 回目測量，下段は 2 回目測量の解析結果であ

る．平均点群密度は，1 回目測量が 51289 点/m3，2 回目

測量が 45819 点/m3であり，いずれの結果においても大

きな欠損箇所は生じなかった． 

（２）断面比較による消波工天端沈下量算定の試み 

3 次元点群データを基に 1m ピッチの断面を抽出し，

1 回目測量と 2 回目測量を比較した．0m，20m，80m，

100m の 4 地点の比較結果を図-4に示す．護岸パラペッ

トを基準に断面を重ねた．図に示すように，いずれも 3

次元点群データから断面を得ることができ，これらを

重ねることで変化量を算定することが可能となる．し

かしながら，本研究においては 1 回目測量よりも 2 回

目測量の方がわずかに高くなっており，現実に則さな

い結果となった．今回は鉛直直下方向のみの撮影（2D

撮影）であったことから，高さ方向の誤差が大きくなっ

たもの考えられる．これは，60°方向などを加えて 3 次

元的に撮影を行うことで改善される可能性がある． 

続いて，3 次元点群データをメッシュ補正した画像か

ら 1 回目測量の天端を目視抽出し，2 回目測量の画像に

重ねたものを図-5 に示す．数 cm 単位の正確な値を得

ることは難しいが，沈下等の有無は画像比較でも把握

できるものと考えられる． 

４．おわりに 

本研究の結果，UAV 画像から消波工の 3 次元点群デ

ータを作成し，得られたデータから天端変化量を把握

できることが示唆された．今後，同現場にて 3 次元的な

撮影を実施し，課題に対する検討を行っていく． 
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(a) 1 回目測量 

 

(b) 2 回目測量 

図-3 3 次元点群データ（メッシュ補正無し） 

図-4 抽出断面の比較（0m，20m，80m，100m） 
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図-5 画像による比較 
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